
金光教道東地区連合会・会報　2号　発行 1999年 10月-1-

こ う ほ う

光報光報光報光報光報
　
金
光
教
団
は
、
金
光
教
祖
様
没

（
明
治
十
六
年
）
後
の
、
明
治
十
八

年
神
道
事
務
局
に
属
し
て
金
光
教
会

を
設
立
、
同
三
十
三
年
六
月
『
金
光

教
』
と
し
て
独
立
し
た
。
金
子
大
明

神(

教
祖
様)

が
、
神
様
の
頼
み
を
受

け
て
常
時
神
前
に
奉
仕
し
た
、
立
教

の
と
き
か
ら
数
え
て
四
十
一
年
目
の

こ
と
で
あ
る
。

　
明
治
政
府
の
宗
教
政
策
は
、
政
府

の
許
可
無
く
布
教
す
る
こ
と
を
許
さ

な
か
っ
た
。
教
祖
を
始
め
直
信
・
先

覚
は
、
無
許
可
で
布
教
活
動
を
行
っ

て
い
て
、
「
許
可
無
く
人
民
を
集

め
、
…
…
…
」
と
、
取
り
締
ま
る
側

の
方
々
と
少
な
か
ら
ず
問
題
を
起
こ

し
て
い
る
。

●

　
同
十
五
年
、
佐
藤
範
雄
は
、
金
光

大
神
の
信
心
を
公
然
と
天
下
に
宣
布

せ
ん
と
、
教
祖
様
に
申
し
出
る
が

「
こ
の
方
は
人
が
助
か
る
こ
と
さ
え

出
来
れ
ば
、
そ
れ
で
結
構
で
あ
る
」

と
言
わ
れ
、
白
神
新
一
郎
・
近
藤
藤

守
等
と
教
団
組
織
に
奔
走
す
る
が
、

同
十
六
年
七
月
、
神
道
大
阪
分
局
の

亀
田
加
豆
美
・
吉
本
清
逸
が
、
「
金

乃
神
」
の
神
名
に
ち
な
ん
で
金
山
彦

　

命
を
祀
る
南
宮
神
社
の
分
霊
を
祀

り
、
そ
の
出
社
と
し
、
そ
こ
か
ら

取
次
の
方
途
を
た
て
る
案
を
出
し

た
が
、
教
祖
様
は
、
言
下
に
「
こ

の
方
の
神
様
は
、
ち
が
う
。
そ
の

と
お
り
に
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
断

ら
れ
て
い
る
。

　
教
祖
様
ご
帰
幽
後
、
既
に
政
府

の
公
認
を
得
た
教
団
（
例
え
ば
、

神
道
大
教
と
か
神
理
教
と
か
神
道

系
の
教
団
）
の
名
を
語
っ
て
布
教

す
る
者
も
現
れ
、
佐
藤
範
雄
は
、

金
光
大
神
の
信
心
が
バ
ラ
バ
ラ
に

な
る
の
を
恐
れ
、
同
十
八
年
神
道

事
務
局
に
属
し
て
金
光
教
会
を
設

立
し
た
（
と
い
う
よ
り
、
設
立
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
）
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
教
会
を
開
設
す
る
に
も
、

金
光
教
の
教
師
を
任
命
す
る
に

も
、
全
て
神
道
事
務
局
の
許
可
を

受
け
、
教
会
負
担
金
や
教
師
納
金

な
ど
も
、
神
道
事
務
局
に
納
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
で
あ
っ

た
。

　
同
三
十
二
年
七
月
二
十
二
日
、

神
道
事
務
局
長
の
認
許
証
を
添
付

し
、
岡
山
県
知
事
の
添
書
を
得

て
、
「
独
立
請
願
書
」
を
内
務
省

　

に
提
出
。

　
同
三
十
三
年
三
月
六
日
、
稲
葉

宗
務
課
長
よ
り
「
独
立
誓
願
認
可

案
成
る
」
と
伝
え
ら
れ
る
。
同
二

十
五
日
、
独
立
願
書
、
内
閣
に
回

付
さ
れ
、
翌
二
十
六
日
天
皇
に
上

奏
さ
る
、
と
の
通
知
を
受
け
る
。

同
年
六
月
十
六
日
、
別
派
独
立
並

び
に
教
規
・
教
則
を
認
可
さ
れ

る
。

こ
こ
に
『
金
光
教
』
と
し
て
、
一

教
の
独
立
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

●

　
直
信
・
先
覚
の
思
い
は
「
い
か

ば
か
り
」
で
あ
っ
た
か
、
今
で
も

胸
を
痛
く
・
篤
く
す
る
思
い
で
受

け
取
ら
せ
て
頂
い
て
い
る
が
、
こ

の
独
立
は
、
教
団
組
織
の
独
立
ば

か
り
で
な
く
、
「
信
心
の
独
立
」

と
捉
え
る
事
が
大
切
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
か
ら
百
年
、
金
光
教
団

は
、
『
金
光
教
教
典
』
を
刊
行
・

研
鑽
し
、
金
光
大
神
の
信
心
の
内

容
を
歴
史
的
に
も
高
め
て
き
て
い

る
。
組
織
的
に
は
、
『
天
地
書

附
』
を
中
心
に
す
え
た
教
規
を
確

立
し
、
奉
齋
様
式
、
儀
式
・
祭

服
、
拝
詞
を
整
え
て
き
た
。

　
い
よ
い
よ
に
、
二
十
一
世
紀
に

は
金
光
大
神
の
信
心
の
独
自
性
を

現
し
、
「
世
界
の
平
和
と
、
人
類

の
助
か
り
」
に
貢
献
し
て
い
か
ね

ば
な
る
ま
い
。

教
団
独
立
百
年
を
思
う
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帯
広
教
会

帯
広
市
東
四
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会
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路
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会

　
帯
広
教
会
・
信
徒
会
と
し
て
の

行
事
と
し
て
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

会
を
毎
年
一
回
行
っ
て
お
り
、
今

年
で
六
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
大
人
で
も
子
供

で
も
楽
し
く
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が

で
き
、
約
二
時
間
ほ
ど
で
一
ゲ
ー

ム
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大

会
の
内
容
と
し
て
は
、
優
勝
者
に

は
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
授
与
し
、
そ
れ

を
一
年
間
優
勝
者
が
預
か
り
ま

す
。
次
回
に
は
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー

を
返
還
し
、
表
彰
状
と
交
換
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
最
初
は
マ
ナ
ー
も
ル
ー
ル
も
わ

か
ら
ず
、
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け

ま
し
た
が
、
今
で
は
マ
ナ
ー
も
、

ス
コ
ア
ー
も
か
な
り
良
く
な
り
ま

し
た
。
ゴ
ル
フ
の
後
は
焼
肉
パ
ー

テ
ィ
ー
を
し
て
最
後
に
温
泉
に
つ

か
り
一
日
の
疲
れ
を
ほ
ぐ
し
ま

す
。
今
後
の
計
画
と
し
て
は
地
方

に
も
足
を
の
ば
し
て
プ
レ
ー
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
六
月
二
十
日
に
は
、
「
教

会
創
立
八
十
年
記
念
祭
並
教
会
新

築
落
成
祝
祭
」
を
盛
大
に
執
行
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
尊
い
大
み
か
げ
を
蒙
ら
れ
た

元
に
は
、
歴
代
教
会
長
ご
夫
妻
を

は
じ
め
、
御
神
縁
を
蒙
り
十
勝
教

会
と
共
に
信
心
生
活
を
送
っ
て
き

た
全
て
の
人
々
の
お
徳
、
お
働

き
、
御
祈
念
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
一
つ
の
機
会
と
し
て
、
信
奉

者
、
教
師
を
は
じ
め
教
会
に
関
わ

る
全
て
の
人
た
ち
が
、
神
人
共
に

生
き
る
信
心
生
活
を
さ
ら
に
進
め

て
い
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

　
来
年
は
本
部
独
立
百
年
記
念
祭

へ
団
体
参
拝
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
願
い
を
た
て
企
画
し
て

い
ま
す
。
ま
た
教
会
内
の
親
睦
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
教
会
杯
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
十
勝
教
会
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
金
光
教
の
説
明
、
「
十

勝
教
会
だ
よ
り
」
を
は
じ
め
、
道

内
の
青
少
年
育
成
活
動
な
ど
の
情

報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

http://city.hokkai.or.jp/
‾mtamaki

ゲ
ー
ム
な
ど
で
新
年
が
始
ま
る
。

こ
の
頃
、
カ
ル
タ
が
盛
り
上
が
ら

な
い
。
▽
二
月
七
日
信
徒
会
総

会
。
前
年
度
の
経
過
、
今
年
度
の

行
事
予
定
、
会
計
の
決
算
の
承
認

と
予
算
、
役
員
人
事
な
ど
原
案
ど

お
り
賛
意
を
得
て
、
終
了
。
新
年

会
は
恒
例
の
信
心
福
引
き
で
盛
り

上
が
る
。
▽
三
月
二
十
二
日
の
春

季
霊
祭
を
奉
仕
す
る
。
▽
天
地
金

乃
神
大
祭
は
、
祭
典
終
了
後
、
玉

置
衛
先
生
か
ら
「
わ
が
心
の
生

活
」
と
題
し
て
、
天
地
書
附
に
ご

自
身
が
迫
っ
て
い
く
教
話
を
頂

き
、
一
同
感
激
し
な
が
ら
、
改
め

て
信
心
を
見
直
す
こ
と
と
な
っ

た
。
▽
七
月
末
〜
八
月
一
日
　
川

湯
の
仁
伏
温
泉
親
子
キ
ャ
ン
プ
を

で
行
っ
た
。
▽
布
教
九
十
一
年
記

念
祭
が
八
月
二
十
九
日
に
奉
仕
さ

れ
、
祭
典
後
に
企
画
さ
れ
た
講
演

会
は
、
宇
都
木
員
夫
氏
か
ら
「
今

な
ぜ
信
仰
が
必
要
か
」
と
の
お
話

を
聞
き
、
そ
の
後
教
会
前
庭
で
宇

都
木
氏
を
囲
ん
で
、
焼
き
肉
パ
ー

テ
ー
が
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
た
。

約
半
数
は
未
信
奉
者
の
聴
衆
で

あ
っ
た
。
　

今
後
　
来
年
は
独
立
百
年
に
取
組

む
。

経
過
　
元
旦
に
、
元
日
祭
が
十
時

三
十
分
に
始
ま
る
。
元
日
祭
は
、

殆
ど
の
家
族
が
、
家
族
連
れ
で
参

拝
す
る
た
め
ご
大
祭
の
参
拝
者
の

二
〜
三
倍
の
参
拝
者
が
あ
り
、
そ

の
後
夕
方
ま
で
参
拝
者
が
続
く
。

祭
典
終
了
後
、
す
ぐ
に
帰
省
す
る

家
族
も
あ
る
が
、
恒
例
の
お
餅
・

御
神
酒
を
頂
き
な
が
ら
、
麻
雀
　

　

道東地区
教会連合会
教会の紹介と
教会の願い
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北
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網
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市
北
四
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一
丁
目
六
番
地

Ｔ
Ｅ
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〇
一
五
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四
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会

ゴ
ル
フ
の
道
具
を
手
に
し
た
こ
と

の
な
い
人
も
い
た
よ
う
で
し
た

が
、
田
代
さ
ん
の
指
導
の
お
か
げ

で
皆
楽
し
く
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
で
す
。
お
か
げ
で
、

プ
レ
ー
に
熱
中
し
過
ぎ
て
焼
き
肉

が
始
ま
っ
て
も
な
か
な
か
人
が
集

ま
ら
ず
、
炭
火
が
最
高
に
な
っ
て

よ
う
や
く
人
が
集
ま
り
だ
し
、
ま

た
、
食
べ
終
わ
る
と
す
ぐ
に
プ

レ
ー
に
戻
っ
て
い
く
ほ
ど
で
し

た
。

　
こ
の
日
も
暑
い
一
日
で
し
た

が
、
楽
し
い
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
と
焼

き
肉
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
も
残
す
と
こ
ろ

三
ヶ
月
に
な
り
ま
し
た
が
、
み
ん

な
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
行
事
が

で
き
れ
ば
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
北
見
教
会
で
は
毎
年
、
七
月
下

旬
か
八
月
の
月
例
祭
後
に
教
会
の

裏
庭
で
焼
き
肉
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
は
「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

を
し
て
焼
き
肉
を
し
よ
う
」
と
の

提
案
が
あ
り
、
緋
牛
内
の
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
を
借
り
、
約
二
十
名
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
矢
代
礼
紀
先
生
が
来
北

中
で
し
た
の
で
、
皆
と
一
緒
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
中
に
は
最
初
か
ら

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
に
集

ま
っ
た
人
は
も
ち
ろ
ん
、
パ
ー
ク

　

便
り
の
発
行
、
信
徒
会
婦
人
部
に

よ
る
廃
油
石
鹸
作
り
な
ど
の
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
が

た
い
こ
と
で
す
。

　
今
後
の
願
い
と
し
て
は
、
現
在

行
わ
れ
て
い
る
こ
の
三
つ
の
活
動

の
、
参
加
人
数
の
増
大
、
活
動
内

容
の
展
開
の
お
か
げ
を
頂
き
た
い

も
の
で
す
。
ま
た
、
現
在
低
迷
し

て
い
る
、
信
心
共
励
会
、
青
年
集

会
や
子
供
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
な

ど
な
ん
と
か
絶
や
す
こ
と
の
無
い

よ
う
継
続
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
去
る
七
月
十
七
日
、
長
年
網
走

教
会
に
ご
尽
力
下
さ
っ
た
新
谷
輝

さ
ん
が
ご
帰
幽
な
さ
い
ま
し
た
。

網
走
教
会
と
し
て
は
大
変
寂
し
い

こ
と
で
し
た
が
、
新
谷
さ
ん
の
生

前
の
願
い
を
受
け
、
１
人
で
も
多

く
の
方
に
、
真
の
信
心
、
真
の
助

か
り
が
生
ま
れ
る
よ
う
、
信
奉
者

一
同
、
力
を
合
わ
せ
て
、
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

滝
上
教
会

紋
別
郡
滝
上
町
元
町
士
別
通
り

経
過
　
お
正
月
の
集
い
は
、
昨

年
、
信
徒
総
代
の
大
内
秀
男
氏
と

古
老
の
山
崎
操
氏
が
帰
幽
に
な

り
、
寂
し
さ
を
隠
し
得
な
か
っ
た

が
、
そ
れ
で
も
、
沢
田
氏
が
ご
祈

念
の
先
唱
を
勤
め
、
新
年
の
喜
び

を
共
に
祝
っ
た
。

　
天
地
金
乃
神
大
祭
と
、
春
季
霊

祭
が
五
月
十
六
日
に
奉
仕
さ
れ

た
。
教
会
で
の
祭
典
の
前
に
、
滝

上
霊
園
に
参
拝
、
岡
本
初
代
教
会

長
の
奥
城
を
始
め
、
信
奉
者
の
奥

城
を
次
々
に
参
拝
、
先
人
の
信
奉

者
を
偲
ん
だ
。

　
そ
の
後
、
教
会
で
大
祭
と
霊
祭

が
奉
仕
さ
れ
、
教
会
長
か
ら
教
話

を
聞
い
て
、
直
会
に
入
っ
た
。
祭

典
と
直
会
は
、
信
奉
者
全
員
が
前

日
か
ら
教
会
に
集
い
、
み
ん
な
で

用
意
し
た
手
作
り
の
も
の
で
あ

る
。
直
会
の
途
中
、
例
年
ど
お

り
、
滝
上
公
園
に
登
り
、
芝
桜
の

絨
毯
を
観
賞
し
、
芝
桜
ま
つ
り
の

出
店
な
ど
を
見
て
回
っ
た
。

今
後
　
教
規
が
変
わ
っ
て
、
教
会

連
合
会
の
活
動
の
こ
と
を
は
じ

め
、
教
団
独
立
百
年
祭
の
こ
と
な

ど
前
向
き
の
課
題
も
あ
る
が
、
今

後
の
教
会
運
営
の
こ
と
な
ど
、

ゆ
っ
く
り
話
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
も
あ
る
。

　
網
走
教
会
で
は
、
教
会
活
動
・

信
徒
会
活
動
な
ど
、
な
か
な
か
活

動
し
得
て
る
と
は
言
え
な
い
の
が

現
状
で
す
。
そ
の
様
な
中
で
も
、

ご
大
祭
の
ご
用
、
毎
月
の
信
徒
会

道東地区
教会連合会
教会の紹介と
教会の願い
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道
東
地
区
連
合
会

　
　
　
　
経
過
と
予
定

【
辞
任
】
道
東
地
区
教
会
連
合
会
副
会
長
、
同

連
合
会
信
徒
会
委
員
長
の
、
村
崎
眞
太
郎
氏
か

ら
、
平
成
十
一
年
二
月
二
日
辞
任
が
提
出
さ

れ
、
受
理
さ
れ
た
。

【
総
会
】
平
成
十
一
年
六
月
三
日
四
日
、
十
勝

教
会
と
十
勝
川
温
泉
「
大
平
原
」
で
研
修
と
総

会
が
持
た
れ
た
。
▽
出
席
者
▼
釧
路
・
江
郷
繁

樹
、
木
下
憲
臣
、
北
見
・
矢
代
千
春
、
横
畠
安

男
、
十
勝
・
玉
置
徳
衛
、
玉
置
衛
、
伊
藤
文

子
、
帯
広
・
田
中
敬
一
、
今
森
勉
、
網
走
・
菊

川
松
次
郎
、
新
谷
泰
造
の
十
一
名
。
▽
信
心
研

修
「
新
教
規
に
つ
い
て
」
、
講
師
・
十
勝
教
会

長
・
玉
置
徳
衛
師
。
▽
総
会
▼
教
会
連
合
会
機

関
紙
「
道
東
・
光
報
」
年
二
回
ぐ
ら
い
の
ペ
ー

ス
で
刊
行
す
る
。
▼
教
団
独
立
百
年
記
念
映
画

△
ま
だ
内
容
が
解
ら
な
い
の
で
、
来
年
の
教
区

会
議
時
に
決
め
る
。
▼
教
団
独
立
百
年
記
念
祭

参
拝
△
連
合
会
と
し
て
は
団
体
参
拝
を
組
ま
な

い
。
▼
村
崎
氏
辞
任
の
件
△
各
教
会
二
名
（
一

名
は
信
徒
会
長
）
の
委
員
の
名
簿
を
提
出
し
て

頂
き
、
連
合
会
委
員
長
の
責
任
で
互
選
を
す
る

△
信
徒
会
委
員
長
が
決
ま
り
し
だ
い
副
委
員
長

を
選
任
し
て
も
ら
う
。

【
信
徒
会
委
員
長
選
挙
】
七
月
二
十
七
日
開

票
、
池
亀
徳
和
（
釧
路
）
が
委
員
長
に
決
ま

る
。
▽
大
畠
昭
一
（
十
勝
）
、
横
畠
安
男
（
北

見
）
が
副
委
員
長
に
選
任
さ
れ
る
。

　
　

【
役
員
会
】
九
月
二
日
三
日
、
北
見
教
会
で
役
員

会
を
開
催
し
た
。
▽
出
席
者
▼
江
郷
繁
樹
、
矢
代

千
春
、
玉
置
衛
、
池
亀
徳
和
、
大
畠
昭
一
、
横
畠

安
男
、
金
光
新
聞
通
信
員
・
菊
川
松
次
郎
・
傍
聴

の
七
名
。
▽
道
東
地
区
教
会
連
合
会
役
員
の
確
認

▼
会
長
・
江
郷
繁
樹
、
副
会
長(

会
計)

・
矢
代
千

春
、
池
亀
徳
和
、
幹
事
・
玉
置
衛
、
大
畠
昭
一
、

横
畠
安
男
△
各
教
会
よ
り
一
名
幹
事
に
加
わ
っ
て

も
ら
う
事
を
決
め
る
。
△
田
中
敬
一(

帯
広)

、
菊

川
松
次
郎(

網
走)

、
両
氏
と
も
、
後
日
了
承
を
も

ら
う
▼
教
会
連
合
会
の
規
約
、
信
徒
会
規
程
を
検

討
し
、
信
徒
会
規
程
に
不
備
が
あ
る
た
め
規
程
を

作
り
、
九
月
末
日
ま
で
返
信
を
も
ら
い
、
大
き
な

疑
義
が
な
い
と
き
は
一
月
一
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

施
行
す
る
▼
来
年
度
の
総
会
は
、
春
、
団
参
が
あ

る
た
め
、
九
月
二
日
三
日
と
す
る
。
当
番
は
釧
路

教
会
▼
「
道
東
・
光
報｣

第
二
号
を
十
月
初
旬
に

刊
行
す
る
。
▼
教
団
独
立
百
年
ビ
デ
オ
。
二
月
か

ら
四
月
ま
で
の
間
に
、
各
教
会
を
廻
り
実
施
す

る
。
・
テ
ー
マ
「
語
り
と
映
像
（
聴
く
　
見
る
　

話
す
）
」
。
・
講
師
を
頼
み
、
教
団
独
立
百
年
の

意
義
、
経
過
、
今
後
な
ど
語
っ
て
も
ら
う
。

【
各
教
会
生
神
金
光
大
神
大
祭
祭
典
日
】

▼
滝
上
・
十
月
三
日

▼
網
走
・
十
月
十
一
日

▼
釧
路
・
十
月
二
十
四
日

▼
北
見
・
十
一
月
三
日

▼
帯
広
・
十
一
月
七
日

▼
十
勝
・
十
一
月
二
十
一
日

以
上
。

教
団
独
立
百
年
記
念
教
会
巡
教
・
予
告

　
道
東
地
区
教
会
連
合
会
で
は
、
教
団
独
立

百
年
を
迎
え
る
に
先
立
っ
て
、
教
団
独
立
百

年
の
「
意
義
と
喜
び
」
を
共
有
す
る
た
め
、

平
成
十
二
年
二
月
か
ら
四
月
末
日
ま
で
『
教

会
巡
教
』
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ

　
『
語
り
と
映
像

　
　
　
　
　
―
聴
く
・
見
る
・
話
す
―
』

・
講
師
の
先
生
か
ら
、
教
団
独
立
百
年
の
意

義
や
経
過
な
ど
を
聴
く
。

・
ビ
デ
オ
（
大
型
テ
レ
ビ
）
で
、

　
『
い
の
ち
の
詩
　
聞
か
せ
て
』
を
見
る
。

　

※
『
い
の
ち
の
詩
　
聞
か
せ
て
』

〈
河
崎
義
裕
監
督
（
東
宝
）
に
依
頼
〉

は
、
教
団
独
立
百
年
を
記
念
し
て
、
制

作
し
て
い
る
映
像
ソ
フ
ト
で
、
平
成
十

一
年
度
中
に
完
成
予
定
で
す
。

・
参
加
者
み
ん
な
で
話
し
合
う

日
　
時
　
各
教
会
で
日
程
を
調
整
中

主
　
催
　
金
光
教
道
東
地
区
教
会
連
合
会

予
告
・
教
団
独
立
百
年
記
念
教
会
巡
教

道
東
地
区
教
会
連
合
会
事
務
所
　
〒
〇
八
五
―
〇
八
三
三
　
釧
路
市
宮
本
一
丁
目
五
番
二
二
　
金
光
教
釧
路
教
会


